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都構想に向けた勢いは止まらない

出典：https://www.sankei.com/politics/news/190511/plt1905110020-n1.html
!2

都構想に向けた勢いは止まらない

出典：https://www.sankei.com/politics/news/190511/plt1905110020-n1.html

!3

ダブル選雑感
• 現職の有利さ、選挙ノウハウ（？）、現時
点での市民の不満の小ささから、維新府
政・市政への支持はほぼ盤石


• 「議論」する気のない運動は強い

• 反・維新側の訴えは弱いのでは？（「議
論」しようとしているから？）


• この間、都構想がいかなる改革であるのか
は、より一層曖昧化した
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何を言っても許される雰囲気

https://news.yahoo.co.jp/byline/furuyatsunehira/20190408-00121400/
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事実誤認の数々
「天王寺公園からホームレスは消え、福祉職員がケア
する体制が整えられた。」

大阪市のホームレス数は橋下氏の大阪府知事就任（平成20年）「前」の5年
間で6千人台から3千人台へ半減している。

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000008085.html

「あべのハルカスは日本で最も高い複合ビルとなり」

あべのハルカスのタワー開発は2007年（橋下氏の知事就任の前年）に近鉄
が発表している。

https://www.kintetsu.jp/news/files/abeno20070808.pdf
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事実誤認の数々
「三重、四重駐車はなくなり、御堂筋は東京のどの
幹線道路よりも巨大で整然としたビジネス道路に
なった。」

古谷氏が大阪を訪れたのは2001年とのことだが、その2年後2003年（橋下
氏の知事就任5年前）の大阪府警の発表で、違法駐車の件数が5年間で3割近
く減ったとされている。

https://response.jp/article/2003/02/05/22474.html


また、大阪府警が民間委託などで違法駐車の取締を強化し始めたのは橋下
氏の大阪府知事就任前の2006年から。

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO34382020R20C18A8AC1000/
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そういえば2015年の 
住民投票後に……

http://blogos.com/article/112310/!8



改革好きの維新支持者
• 投票時に「改革ができそうかどうか」「古い政治の打破が
できそうかどうか」を重視する傾向と、維新支持・都構想
支持にや緩やかな相関あり（r=0.3前後）


• 維新支持者は「既得権の打破」というフレーズを好む

（2017年9月、堺市民を対象
に行ったアンケート）

(n=156)

(n=140)

(n=479)
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「改革」主義の幻想
• 既得権や旧弊を打破すると称して「敵」
と「対立」を作り上げる


• 一部の人々の利害にのみ資する制度変更
も行われがち（利益をかすめ取っていく
主体がしばしば存在する）


• 「改革」の気風が生じると、「変えるこ
と」が自己目的化するので、論理のすり
替えが行われていても気づかれにくい
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すり替え事例：豊洲市場移転問題

「豊洲市場は水質汚染などで危険!!」

安全であることが判明

「移転を決めた東京都の意思決定 
手続に問題がある!!」
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すり替え事例：郵政民営化

1. 郵政事業は「民業圧迫」だ！

2. 郵便貯金のせいで「財政投融資が肥大化」してい
る！


3. 民間でできることは民間に！その方が「効率的」！

4. 「特定郵便局長会」は政界と癒着してけしからん！


5. 郵貯・簡保が集めた資金を「官から民へ」流すこと
で経済が活性化する！


6. 公務員を削減して「小さな政府」にしなければ！
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二重行政解消による財政効果が 
論拠じゃなかったのか？

https://www.sankei.com/west/news/140704/wst1407040060-n1.html

産経WEST 2014.7.4 13:10　【橋下市長会見詳報】 
「それはあなた（記者）の主観だ…僕の価値観は（都構想の）財政効果に置いていない」
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現在の都構想①

出典：大阪維新の会「都構想Q&A」より!14

現在の都構想②

出典：大阪維新の会「都構想Q&A」より!15

急進的な改革の危険性
「変革による利益と損失は、後者が確実に生ず
るものであるのに対し、前者はその可能性があ
るにすぎない」 

（オークショット『保守的であるということ』）

最も警戒すべきなのは、有機体としての「組
織」（Organization）は、壊すのは簡単だが
創り上げるのは著しく困難であるということ
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改革主義を乗り越えられるか？
•改革勢力である維新の会は、現状、圧倒的に強い。


•維新の会にも問題はあるが、社会の風潮が「改革」
の方を向いている問題を軽視してはならない。


•しかし今、世界で起きているのは、90年代以来の
「改革者」たちに対する反逆（トランプ、ブレグジッ
ト、黄色いベスト、等々）


•時代は真の意味での「維新」（Restoration）のタイ
ミングに来ている
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本当の楽観主義を
「わたしがオプティミスト（楽観主義者）というとき、
それは、おそろしいほどまでに堕落と腐敗を示す数々の
徴候にとりかこまれながらも、明るい調子で、まぁ、そ
れほどわるくはないさ、みんなけっこううまくいってい
るさ！　と叫ぶ手合のことではない。よくなるほうへと
むかう道がほとんどみつからないばあいでも、なお希望
を失わない人のことを、わたしはオプティミストと呼ぶ
のである」


（ホイジンガ『朝の影のなかに』）
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